
１年１組 道徳科学習指導案 
                                     授業者 安田 奈保美 
１ 主題構成表 
  主題名 やさしい こころ 

 資料名 はしの うえの おおかみ 
 

■内容項目Ｂ 親切，思いやり 
 身近にいる人に温かい心で接し，親
切にすること。 

 ■内容項目から見た児童の
実態 

 
・「よいこと見つけ」では，
自分が友達にしてもらっ
て嬉しいことや友達が優
しくしている姿を「ぽかぽ
か」と捉え，親切について
意識している。 

・相手の立場や気持ちがどう
であるかを考えることな
く，自分の思いだけで行動
してしまうことがある。 

・意地悪をしてしまったり，
友達が困っていることに
気付くことができなかっ
たり，気付いても助けるこ
とができなかったりする
児童もいる。 

 
（要因） 
 
・誰にでも親切にした方がよ
いことは理解している。 

・親切はよいことであり，親
切にすれば友達がたくさ
んでき，みんなと仲良くで
きるようになると思って
いる。 

・自己中心的な傾向が強く，
相手の気持ちを自分のこ
とに置き換えることがで
きない発達段階にある。 

 ■資料の分析 

・本教材は，一本橋を渡って
くる自分よりも弱い動物た
ちに意地悪をして楽しんで
いたおおかみが，自分より
大きいくまに対して「おさ
きにどうぞ。」と譲ろうと
する。ところが，体も大き
く，力も強いくまが，おお
かみに対して少しも威張ら
ずに，優しい行為で接する。
親切にされたおおかみは，
今までの自分の行為を反省
し，くまにあこがれをもち，
自分も小さい動物たちに親
切にしようとする内容であ
る。 

・おおかみの考えや気持ちに
焦点をあてて，意地悪をし
ている時と，親切にされた
後のおおかみの言動や気持
ちの変化を考えたり，比較
をしたりすることを通し
て，人に親切にすることは，
相手だけでなく，自分も気
持ちがよいものであること
に気付かせ価値理解を図
る。 

・おおかみの気持ちの変化を
追いながら，仲間や幼い者
に対して意地悪をせず，親
切にしようとする意欲を高
めたい。 

 

 ■ 価値の分析 
・相手に対する思いやりの心をもち親
切にすることは，よりよい人間関係
を築く上で求められている基本的姿
勢である。自分のことばかりを考え
たり，自分の思いだけを主張したり
していては望ましい人間関係を構築
することはできない。互いが相手に
対して思いやりの心をもって接する
ことが不可欠である。 

 
・思いやりとは，相手の気持ちや立場を
自分のことに置き換えて推し量り，相
手に対してよかれと思う気持ちを相
手に向けることである。そのために
は，相手の立場を考えたり相手の気持
ちを想像したりすることを通して，励
ましや援助をしたり，時には相手のこ
とを考えて温かく見守ったりする姿
勢が求められる。相手のことを親身に
なって考えようとする態度を育てて
いきたい。 

 
・この時期においては，幼い人や高齢
者，友達など身近にいる様々な人々
との触れ合いの中で，相手のことを
考え,優しく接することが求められ
る。また，その結果として相手の喜び
を自分の喜びとして受け入れられる
ようにし，具体的に親切な行為がで
きるようにすることが大切である。 

 

 

 ■ねらい 
 おおかみの考えや気持ちの変容について考えることで，相手のことを考え，優しく接すると，相手も
自分もうれしくなることに気付き，身近にいる人に親切にしようとする意欲を高める。 

 

■研究内容に関わって 
 
【研究内容Ⅱ】仲間と考えを深め合い，自分自身を見つめることができる道徳授業のあり方 
（１）児童の学習状況を具体的に描いた指導と評価の一体化  

・深めの発問で，表情カードを使っておおかみやうさぎの気持ちを比べることで，相手が
喜ぶと自分もうれしいという思いやりのもととなる心に気付かせ，相手の気持ちを考え
て親切にしていこうという意欲を高められるようにしていく。  



２．学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導
入 

 
◇資料の登場人物や場面を確認する。 
○初めと最後のおおかみの顔です。笑っている顔は同じ
だけれど，ちょっと違うよ。このお話どうなっていく
かな。 

 
・２枚のおおかみの絵を見て，おお
かみはどのように変わるのだろ
うかという興味をもつようにす
る。 

展
開
前
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

展
開
後
段 

 
◇資料「はしのうえのおおかみ」を読み，主人公の気持
ちについて考え，交流する。 

 
○「もどれ，もどれ」と言って追い返したおおかみは，
どんな気持ちだったのだろう。 

・いい気持ち。    ・意地悪は楽しいな。 
・ぼくは強い。    ・もっと威張ってやろう。 
・うさぎは弱虫だな。 ・自分が先に渡りたい。 
・強いものが先なんだ。 
 
 
〇くまの後ろ姿をいつまでも見ていたおおかみは，どん
なことを考えていたのだろう。 

・ぼくは，うさぎやたぬきにかわいそうなことをしてい
た。意地悪だったな。 

・くまに親切にしてもらってうれしいな。 
・くまは大きいのに優しいんだ。 
・かっこいいな。 
・自分もくまのように親切にしよう。 
 
◎次の日くまのようにうさぎを抱っこして渡したおお
かみはどんな気持ちだろう。 

・意地悪なんてしないよ。 
・くまのようにやってみよう。 
・優しくすると気持ちがいいな。 
・喜んでもらえたら嬉しいな。 
 

 
・初めは意地悪が楽しくていい気持ち。でも，うさぎは
嫌な気持ち。 

・最後は優しくできて，自分もうさぎもいい気持ち。  
 

 
◇本時の授業で感じたことをもとに，自己を見つめる。 
○最後のおおかみのように優しくできたことや，優しく
してもらったことはありますか。その時，どんな気持
ちでしたか。 

・転んでけがをしたとき，友達が「だいじょうぶ？」と
声をかけてくれてうれしかった。 

・何をしていいかわからない友達がいたので，教えてあ
げたら「ありがとう」と言ってくれてうれしかった。 

 

【深めの発問】 
○初めと最後の「いい気持ち」は何が違うのだろうか。 

優しくすると，相手も自分もいい気持ちになる。  

 
・動作化をすることで，おおかみが
意地悪をして楽しんでいる気持
ちについて考えられるようにす
る。 

・多面的な見方ができるようにす
るために，意地悪をするおおか
みの気持ちだけでなく，意地悪
をされた弱い立場のうさぎやた
ぬきの気持ちも考えさせる。 

・おおかみとうさぎの気持ちを表
情カードで表す。 

・自分より大きなくまに出会った
時のおおかみの気持ちを考えさ
せる。 

・自分より大きいくまに親切にさ
れたことにより，意地悪をして
いたことへの反省，嬉しさ，あこ
がれ，自分も優しく接しようと
する気持ちに気付かせる。 

 
・くまのまねをして，うさぎを向こ
う側に渡したおおかみの役割演
技をすることを通して，うさぎに
対する優しい思いに気付いたり，
お互いに気持ちがいいと感じた
りすることができるようにする。 

・おおかみとうさぎの気持ちを表
情カードで表し，初めと最後の
「いい気持ち」の中身の違いに
気付けるようにする。 

 
・親切にして相手が喜んでくれて
うれしかったことや，優しくし
てもらった経験を思い出すこと
で，思いやりのもととなる心の
大切さを意識させる。 

【評価の視点】 
表情カードで初めと最後のおお
かみやうさぎの気持ちを比べる
ことで，相手が喜ぶと自分もう
れしいという思いやりのもとと
なる心に気付いている。 

終
末 

 
◇教師の説話を聞く。 
○日常の「よいこと見つけ」の中から，親切にした児童
のやりとりについて。 

 
・親切にした子と親切にされた子
の気持ちを聞きながら話し，お
互いがいい気持ちになることに
触れさせる。 

 


